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ABSTRACT: InthisreportIdiscussthefourpoems,"November1968'',

"Planetarium", ÌDream I'm theDeathofOrpheus"and"AValediction

Forbidding Mourning", from AdrienneRich'ssixth book, TheWillto

Change. Thisbookconsistsofnineteenpoemswrittenfrom 1968to1970.

Amongseveralfeaturesofthisbook,ifocusmyattentiononthesubjectof

herdeepenedintrospection.

Thisintrospectiveattitudeofherswasobviousasearlyas1966,inher

book,NecessitiesofLLfe,insuchpoemsas"NecessitiesofLife","Inthe

Woods"and "AfterDark''. Shehasmoreand moreinclinedtothis

attitude,which isalsoobviousin allthefourpoemsIdiscussin this

report. RichprojectedherselfonOrion,amaleGodsettledasaconsteト

1ationinthesky,in apoem "Orion"inLeaPets:Poems1965-1968. In

"Planetarium"sheprojectsherselfon CarolineHerschel,thesisterofa

famousastronomerWilliam Herschel,whohelpedWilliam verymuchinhis

findingmanycomets. Thismeansthatshehastakenalongstepforward

inherintrospection,assheherselfsays:"atlastthewomaninthepoem

andthewomanwritingthepoem becomethesameperson''.

Atthesametime,Shehasbecomemoreconsciousofherownroleboth

asawoman andasapoet. Sheistrying"totranslatepulsationsinto

images'',thatmeanstospeakforotherswhattheycannotarticulatethough

theywanttouttereagerly.

Asthetitleofthebook TheWilltoChangesuggests,Richplacesa

highvalueon"change". Throughherpoemssheadvocatesthenecessity

tohave "thewilltochange"herselfandothers,thereforeitmaybesaid

thatmanyofthepoemsinthesixthbookexpress"anewstart".
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ェイドl)アン ･リッチ (AdrienneRich,1929- )は Poems:SelectedandNeu),1950-1974

の序文において

Ithinkofthisbook,notasasumming-uporevenaretrospective,butas

thegraphofaprocessstillgolngOn‥‥ Ihavenottriedtoremakethe

womanoftwenty,orthirty,inthelightofthewomanofforty-five,Orto

revisemyearlierexperienceandcraftbecauselwouldsee,andarticulate,

di打erentlytoday.1)

と述べている｡彼女の詩はそれが書かれた時の生の証 しである｡また リッチは On Lies,Secrets,

andSilenceISelectedProse,1966-1978の序文において,この小論集は ｢私の思考の旅の記録であ

る｣と述べ, ｢決しい直線的ではない｣この種の旅について

Itrustthecontradictionsandrepetitionsinthisbookspeakforthemselves.

Idisagreewithmyselfinthisbook,andIfindinmyselfboth severeand

tenderfeelingstowardthewomen Ihavebeen,whosethoughtsIfind

here.2)

と述べている｡彼女の詩作において自己省察が重要な意味を持つであろうことが推察される｡矛盾

と反復を含むとはいえ,移 りゆく人生の一刻一刻を生きてきた女性として自己を捉えるとい う観点

に立っていることが読み取れるのである｡

リッチは常に新 しい観点から自己に光を当てる一自己省察-ことによって彼女の前進-の契棟を

探索してきた｡ リッチは ｢最近の詩には何かが起こりつつある｡何かが私に起っている｡もし私が

詩の良き親であるとすれば,その詩を読むあなた方読者にも何かが起こるであろう｣3)と述べてい

る｡詩がその書き手である彼女自身を変えると同時に読者をも変える働きを持つことを信 じ また

そのような詩を書こうとしてきた｡ ｢真に良い詩は物事の終 りとなるものではなく,他の詩-の可

能性を開くものである｡包み込んで出口をなくしてしまうものではなく,可能性を噴出させるもの

である｣4)とリッチは言 う｡この表明はそれぞれ1964年と1974年に行なわれたものであり,早 くか

ら詩作とそれによる自己および社会の変革とのかかわ りについて考えていたことを示 している｡第

6詩集 TheWilltoChangeIPoems1968-1970にみられるような積極的な姿勢はなかったけれど

ち,すでに第 1詩集 A ChangeofWorld(1951)にさえ彼女の ｢変化｣-の意識は認められるので

ある｡

初期の詩作において リッチは1人称 Ⅰ̀'を用いて 積極的に 自己表明することをためらった｡5'

"SnapshotsofaDaughter-in-Law''において彼女の自己表明は3人称 s̀he'の陰に隠れて行な

われる｡だが, s̀he'とい う仮面を着けてはいるものの,それは切実で直接的である｡

Banglngtheco打ee-Potintothesink

shehearstheangelschiding,andlooksout

pasttherakedgardenstothesloppysky.

OnlyaweeksinceTheysaid:Havenopatience.

Thenexttimeitwas:Beinsatiable.

Then:Saveyourself,othersyoucannotsave.6)
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また同じ詩において待ち望まれる女性像はつぎのように措かれる｡

she'slongabouthercoming,whomustbe

moremercilesstoherselfthanhistory.

思いの切実さ, 激烈さは s̀he'とい う仮面を用いることによって冷やされ,鎮め られる｡ そ し

て鎮められるがゆえにその訴えは一層心に響 くものとなる｡ その上, 自己を s̀he'とい う第三者

として扱 うことは娘から女-と経過 してゆ く女性の様相の幾つかをスナップショットのように呈示

しているこの詩にふさわ しい｡ この詩に登場する s̀he'ひとりひとりにこめられた リッチの熱情

一憤漕,焦燥,奮起,傾倒-は きわめて切実なものであり, その噴出が s̀he'とい う仮面のため

に辛 うじて押 しとどめられている｡ 以後の作品において 積極的に Ⅰ̀'が用いられるようになった

のも当然の成 りゆきといえよう｡

SnapshotsofaDaughter-inlaw から8年を経過 して出版された ThemlltoChangeにおいて

リッチはもはや仮面を着ける必要はない｡このことは, しかしながら,彼女の苦しみが減ったこと

を意味するものではない｡相も変 らぬ苦闘の連続ではある｡ その表題が示すようにこの詩集は ｢変

革｣の問題一自己が変ること,そして世界を変えること-を扱っている｡詩のスタイルの変革に関

しても,それはこれまでも幾分かなされてきたのだが,この詩集においてきわめて大胆な試みがな

されているのであるが,そして ｢変革｣を論 じ その実現をねが う場合,それは当然詩のスタイル

にも及ぶものではあるけれども,この小論においては詩型の問題にはほとんど触れず,第 6詩集中

の詩 4篇を取 り上げ,彼女の新たなる旅立ちについて考察することを主眼としたい｡

冒頭の詩 Ǹovember1968"において, 夏が去 り冬-と向か う折 しも,今旅立たんとする ｢あ

なた｣-の ｢私｣の感慨が吐露されている｡ リッチの詩における旅立ちは苦境の中で始まることが

多い｡ "SnapshotsofaDaughter-in-Law"の最終部, "NecessitiesofLife","Orion"など

の詩はその例である｡ 打ち投がれそ うな苦しみの中で, しか し,その苦しみが リッチを奮い立たせ

る原動力となって彼女は旅立ちを敢行するのである｡ このことは "November1968"にも当ては

まる｡

Stripped

you'rebeginningtoflOatfree

upthroughthesmokeofbrushfires

andincinerators

theunleafedbrancheswon'tholdyou

northeradaraerials

You'rewhattheautumnknewwouldhappen

afterthelastcollapse

ofprlmaryCOlor

oncethelastabsolutesweretorntopleCeS

youcouldbegin

Howyoubrokeopen,whatsheathedyou

untilthismoment
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lknownothingaboutit

mylgnOranCeOfyouamazesme

nowthatIwatchyou

startingtoglVeyourselfaway

tothewind

冒頭の S̀tripped'が ｢あなた｣の苦境を暗示する｡ しかし,今 ｢あなた｣は解き放たれて上昇

しつつある｡ ｢あなた｣の後を追 うように火事が起こり,焼却炉の煙が立ち上 り,電波探知機のア

ンテナとむき出しにされた木の枝だけが残された索漠たる光景は戦闘の跡を思わせ,破滅を暗示す

る｡

第2連においては ｢あなた｣の旅立ちが今ようや く, しか し釆たるべくしてやって来たことが示

される｡ ｢あなた｣の現在の飛掬は暴君の跳梁と滅びに耐え忍んだ結果であり,この雌伏と飛掬の

経緯は季節の推移と重ねて措かれる｡ ｢原色｣の ｢絶対者｣である ｢夏｣の騎 りほ滅び, ｢秋｣に

とって代られる｡このことを ｢秋｣は予知していたけれども, ｢私｣には知る術はなかったことが

第 3連で明らかになる｡｢私｣の驚きと賞賛は大きい｡｢あなた｣の内なる力がどのようにして貯え

られ今日の出発をもたらしたのか,そのことは不明なのだが,とにかく今 ｢あなた｣は自らをその

鞘から放ち,風に乗って飛掬する｡宇宙ロケットのように｡

第 5詩集 LeaJleisにもその例はみられたが,この詩には句読点が全 くない｡最終部において飛掬

する ｢あなた｣は視界から消え, ｢私｣は ｢あなた｣の旅の結末を見届けられず, その見通しさえ

つけることができない｡期待と不安が漂 うままにこの詩は終る｡この詩の ｢あなた｣は ｢私｣の投

影物と考えられないであろうか｡ 仮 りに ｢私｣と ｢あなた｣は もっと遠い間柄に あるとしても,

｢あなた｣は ｢私｣の憧れの対象であり,｢私｣の願望が ｢あなた｣に託されていると考えられよう｡

このような ｢私｣ と ｢あなた｣の関係はすでに "Orion''にみられた｡7)飛期のイメージもまた新

しいものではない｡"ShapshotsofaDaughter-in-Law"の最終部がまたもや思い出される｡

Hermindfulltothewind,Iseeherplunge

breastedandglancingthroughthecurrents,

poised,stillcoming,

herfinebladesmakingtheairwince

"IntheWoods"における魂の飛掬の場面が思い出される｡

Mysoul,myhelicopter,whirred

distantly,...

詩 Òrion''におけるオリオン座-の自己投影は3年後の "Planetarium"に引き継がれる｡だ

がこの詩が "Orion''と異なるのは,星が天文学上の数多の発見にその生涯を捧げたカロライン ･

･､-シェル (CarolineHerschel,1750-1848)の象徴とされ, そこに リッチ自身が投影されている

だけではなく忍耐の日々に耐えて偉業を成し遂げた多 くの女性たちもまた投影されていることであ

る｡

カロライン ･--シェルは ドイツの-ノーヴァに生まれ,イギリスに渡っていた12歳年長の兄ウ
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ィリアムの天文学の研究を助けるために1772年イギリスに渡った｡ αPlanetarium''は偉大な学者

としてその名を歴史にとどめている兄ウィリアムに対するカロラインの献身について述べている｡

だがそれは単に賛美 とか感嘆といったものではない｡天体を相手の研究の日々が苦闘に満ちたもの

であっただけに,兄の名声と栄光の陰に曇っているカロラインの立場に対する悔 しさ,苦々しさが

行間に漂っている｡このような研究に没頭することは決して女 らしいことではなかった｡世間から

容認されることではなかった｡この詩はつぎのように始まる｡

Awomanintheshapeofamonster

amonsterintheshapeofawoman

theskiesarefullofthem

カロラインのような女たちは m̀onster'と呼ばれる｡ いわゆる女 らしい女性の域を越えようと

した女性たちと m̀onster'との結びつきはすでに "SnapshotsofaDaughter-in-Law''にみら

れる｡

Athinkingwomansleepswithmonsters.

ThebeakthatgrlpSher,Shebecomes‥‥

Twohandsomewomen,grlppedinargument,

likeFuriescorneredfromtheirprey:

従順と無知こそ女 らしいものとされる社会において,思考 し議論する女性が自己を正当化するこ

とは容易ではない｡そ して,そのような社会で育てられる時,女性自身,社会の要求に叶 う女性像

を真の女性像と考えがちになるのも不思議なことではない｡このような社会にあえて背 く女性たち

でさえも無意識の うちに自己を m̀onster'と同化 してしまうことは起こりうるであろう｡ 自己を

歪曲祝し,復讐の女神にも似た理不尽な怨念に満ちたものとみなしてしまう｡しかも,復讐は叶え

られず,窮地に陥るという感 じが増すばか りである｡ リッチは "SnapshotsofaDaughter-in-

Law"を書き上げたことによって 自己を m̀onster'とみなすことから脱したのではないであろう

か｡この詩によって社会とい う鏡に映し出された自己の影を自己そのものと見誤る危険を乗 り越え

たのではないであろうか｡この頃の心境はつぎのように表現されている｡

Overtwoyearslwrotea10-partpoemcalled"SnapshotsofaDaughter-in

Law",inalonger,loosermodethanⅠ'dtrusted myselfwithbefore. It

wasanextraordinaryrelieftowritethatpoem.8)

およそ10年を経過 して書かれた "Planetarium"においてさえもこの m̀onster'の意識は根強

く残っているように思われる｡星となって空に上った女たちは "Orion"の場合と同じように孤独

に耐え,改俊の行を勤めなければならない｡冷気が骨にしみる｡
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Galaxiesofwomen,there

doingpenanceforimpetuousness

ribschilled

inthosespaces ofthemind

リッチにとって,星座オリオンは ｢活力｣ t̀heactiveprinciple'であり ｢力強い想像力の源｣

t̀heenergeticimagination'であったが, それは ｢異母兄｣ h̀alLbrother'とも称された｡ この

ことは自己実現のモデルとしての女性像を リッチがまだ持つには至っていなかったことを示 してい

るが, Òrion''の3年後に書かれた "Planetarium"において ｢ついに詩の中の女性とこの詩を

書いている女性とが同一人物になる｣(Atlastthewomaninthepoemandthewomanwriting

thepoembecomethesameperson)9)のである｡
まなこ

カロラインの ｢力強 く精密で確信に満ちた｣眼は新星との出会いをもたらし,光の衝撃が火花 と

なって散る様は人の命が刻一刻と飛散し消滅するにも似ている｡

Aneye,

v̀irile,preciceandabsolutelycertain'

encounteringtheNOVA

everyImpulseoflightexploding

fromthecore

aslife月.iesoutofus

リッチの詩は視覚的効果においてすぐれている｡初期の詩は整った リズムと耳に快い響きの効果

に注意が払われているが, 後の詩でおいては A.ゲルピ (AlbertGelpi)が述べているように ｢詩

が具体性を帯びるにつれて視覚に訴える性質が強まってきた｣｡10) 言語化されたイメージをできる

かぎり強烈に読者の心に刻印すること,イメージを投射することを リッチは試み始める｡ リッチに

とって詩人の役割とは ｢時間と空間の定めの中で生き,振舞い,ひたすら誠実に洞見すること｣

Toliveintime,toactinspace

Andyetoutstarewithtruthfulness

"TheInsomniacs''ll)

である｡見ることに関連した詩は多い｡ "Focus"において室内の仕事台に置かれた道具類は差 し

入る陽光に照らし出される｡それらが眼のレンズに映る様子が描かれる｡

Sunpoursthroughtheskylightontotheworktable

makingofaJarOfpencils,atypewriterkeyboard

morethantheywere. Veridicallight‥.

Earthbudges. Nowanemptycoffee-cup,
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awhetstone,ahandkerchief,takeon

theirsacramentalclarity,fixedbythewand

oflightasthethinkerthinkstofixthem inthemind.

Themind'spassionisallforsinglingout.

光に照らし出される時それらは本来の清らかな姿を呈する｡この光の働きは思考の働きにたとえ

られる｡ t̀hemind'spassion'という語は一見矛盾 しているように思われる｡しかしリッチにとっ

て ｢精神の熱情｣は物の本質を洞見し真実を ｢選び取る｣ s̀inglingout'ために欠 くことができな

いものである｡1950年代後半から60年代にかけて社会や家庭の問題についての リッチの苦悩は甚だ

しかった｡詩作は阻まれた｡ リッチは自分が気が狂 うのではないかと思ったが,彼女が乗 り越える

ことができたのは彼女の内にある知性と情熱によってであった｡苦境にあって リッチは ｢諸問題の

相互関係を旦墜iことさえできれば,自分を取 り戻せるであろう,直撃にかつ情熱的に自己の機能

を発揮することができるであろう｣(aninterconnectedness,which,ifIcouldsjfit,･- would

givemebackmyself,makeitpossibletofunctionlucidlyandpassionately)12'(下線 :筆者)

と考えたのであった｡

光と精神の働きとのかかわ りもまた リッチ にとって 新 しい ものではない｡ "Snapshotsofa

Daughter-in-Law''の最終部において両者は関連づけられている｡

Hermindfulltothewind, Iseeherplunge
'''I.lll●̀●●●''i■'I-''●1'''1''●

takingthelightuponher

天体を見通し,その照射を受けることによって自己変革がなされる｡光と電波は受け手の心と肉

体を貫きめぐる｡

Whatwesee,wesee

andseeinglSChanglng

Heartbeatofthepulsar

heatsweatingthroughmybody

Theradioimpulse

pouringinfromTaurus

"Planetarium''を リッチは "Orion''の c̀ompanionpoem'ry呼んでいる｡13)両詩ともに星

に自己を投影 し,詩人としての再出発を表明しているからである｡"Orion"においても s̀tarlike

eye', s̀hooting', s̀pear'などの語にみられるように洞見の意義が強調されている｡ しかし自己

への激励のはげ しい調子の背後に c̀old'や ègotistical'の語が示すように詩人としての再出発

への気の各めがある｡"Planerarium"においては, リッチは詩人としての任務を把握 し,その遂

行-の意志はゆるぎがない｡
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lam bombardedyet lstand

lhavebeenstandingallmylifeinthe

directpathofabatteryofsignals

themostaccuratelytransmittedmost

untranslatablelanguageintheuniverse

Ìambombarded'とは光の射突を受けてそれに感応すること, すなわち, 人間と事物の状況

を正確に伝えるとい うきわめて 困難な詩人の任務を遂行する リッチの決意を表現している｡ ùn-

ranslatable'はすでに "TheInsomniacs''においてやはり詩による伝達の困難さに言及して

Simpleaschildren'scradlesongs,

Asuntranslatableandtrue,

用いられている｡ Ìambombarded'には導火線の列に身を晒す 果敢さと自己を放つことによる

自己達成のはげしさが感 じられる｡

リッチは TheDream ofaCommonLanguageの巻頭詩 "Power"においてマリ･キュリ(Marie

Curie)を描き出す｡長い年月をかけての放射能の研究が彼女の死を招いたことを述べている｡

Shemusthaveknownshesuffered fromradiationsickness

herbodybombardedforyears bytheelement

shehadpurified

Shedied afamouswoman denylng

herwound

denylng

herwounds came fromthesamesourceasherpower

b̀ombarded'とい う語はとりわけマリ･キュリにふさわ しい｡ ここに述べられているのは自己

放棄でも自己犠牲でもない｡自己昇華のみごとな例である｡

"Planetarium"の最終部はつぎのように終る｡

Iamagalacticcloudsodeep soinvoluted

thatalightwavecouldtake15

yearstotravelthroughme Andhas

taken Iamaninstrumentintheshape

ofawomantryingtotranslatepulsations

intoimages forthereliefofthebody

andthereconstructionofthemind.

自己破壊ともみえるものが自己醸成となり,自己完成をもたらす｡その過程は容易なものではな

く,彼女の苦闘は以下の詩行
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‥.wolfedalmosttoshreds,

Ilearnedtomakemyself

unappetizing. Scalyasadrybulb

thrownintoacellar

lusedmyself,letnothinguseme.

"NecessitiesofLife''

Childrenaredyingmydeath

andeatingcrumbsofmylife.

`̀Orion"

にみられ,それは15年間にわたるものであった｡この15年間とはおそらく1953年の結婚以後の年月

をさすのであろ う｡ リッチは彼女の任務の窮極の目的を ｢肉体の解放｣と ｢精神の再構築｣にある

として,この詩を終えている｡その目的のために,人間の脈打つ思いをイメージに変える仕事をす

る ｢女の形をとった道具｣になると言 う｡ リッチが肉体と精神に言及し,女性としての使命感を強

調するのは何故であろ うか｡つぎの言葉はこの問いの答えとなるであろ う｡

Inmytwenties,Igavebirthtothreechildrenwithinfouryears:aradi-

calizingexperience. Asamother,Iexperiencedgreatinternalviolence;

yetitwasasamotherthatIfirstbecamepoliticized....Iwroteitlthis

book〕inpartfortheyoungwomanIoncewas,dividedbetweenbodyand

mind,wantingtoglVeherthebookshewasseeking,aperspectivewhich

wouldclarifythepastand open waysofthinkingand changlnginthe

future.15)

カロラインの業績に言及することによって女性の過去を照らし出した リッチは,詩の終 りにおい

て女性の未来を開 く導きとなることを表明している｡詩全体に緊張がみながっている｡はげ しい苦

闘の当然の報いであるべき安 らぎにはまだ程遠いように思われる｡

"IDreamI'mtheDeathofOrpheus"においても, リッチは女性 としてまた詩人としての自

己を深 く省察 している｡夢の中に現れた自己像が措かれる｡夢の中のイメージは鮮明なものである

ことが多い｡夢 とい う枠組みを用いることによって リッチの措 く像にはくっきりとした輪郭が与え

られる｡

またこの詩はコク トー (Jean Cocteau,1889-1963)の作品 Orphee(1950)の中の場面やイメ

ージを取 り入れている｡ ロールスロイスや Hell'sAngelのグループ (1950年代のアメリカ,カリ

フォルニア州オークランドでその無軌道ぶ りで世人を驚かせた,皮ジャンバーにオー トバイが特徴

の若者たち)の登場はその 1例である｡イメージの輪郭がなお一層明確になるゆえんである｡

ギリシア神話では,音楽と詩の名手オルフェウスは死別 した妻を連れ戻すために幽界に下 り,秦

を伴って幽界からの出口に着いたその瞬間に幽界の王との約束を忘れ妻の方を振 り向いたために妻
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を永久に失 うことになったのであるが,この詩は神話とは異なり,死んだオルフェウスが幽界へ連

れてゆかれる様子を措いている｡その全詩を挙げる｡

Iam walkingrapidlythroughstriationsoflightanddarkthrown

underanarcade.

Iam awomanintheprlmeOflife,Withcertainpowers

andthosepowersseverelylimited

byauthoritieswhosefacesIrarelysee.

Iam awomanintheprlmeOflife

drivingherdeadpoetinablackRolls-定oyce

throughalandscapeoftwilightandthorns.

Awomanwithacertainmission

whichifobeyedtotheletterwillleaveherintact.

Awomanwiththenervesofapanther

awomanwithcontactsamongHell'SAngels

awomanfeelingthefullnessofherpowers

attheprecisemomentwhenshemustnotusethem

awomansworntolucidity

whoseesthroughthemayhem,thesmokyfires

oftheseundergroundstreets

herdeadpoetlearningtowalkbac′kwardagainstthewind

onthewrongsideofthemirror

｢私｣はオルフェウスを運んでゆく ｢女｣である｡ オルフェウスは h̀erdeadpoet'と呼ばれ

ているが,この詩の表題が示すように ｢私｣は ｢オルフェウスの死｣そのものであるがゆえに彼は

｢私｣の投影物であると考えられるのである｡｢私｣は陰険な,逆 らうことの不可能な圧力を受けて

いる｡｢女｣としてまた ｢詩人｣としての自己表明を禁じられている｡｢私｣は隠然たる力を揮 う老

たちの命ずるままに詩人オルフェウスを幽界-導かざるを得ない｡これに逆 らう場合の返報は甚だ

しい,｢私｣の怒 りもまた甚だしいものではあるけれども｡

ẁoman'とい う語が 7回繰 り返される｡ そのすべてが ｢私｣という ｢女｣を不屈な,狩猛とさ

えみえる存在として描 き出している｡世間が m̀onster'と呼ぶとしても不思議はない｡ ｢女｣の
まなこ

力は湧き起こる｡ 激情に燃え立つ女は洞徹の眼で暴虐を 見抜 く女でもある｡ ここにも l̀ucidity'
まなこ

と p̀assionateness'の共存をみることができる｡ ｢女｣の 眼 は幽界の不条理を, くすぶる業火を

見通し,鏡の向こう側で分身であるオルフェウスが風に逆 らって後戻 りしようとしているのを見る｡

この風とのたたかいは彼を幽界-と追いやった者たちとのたたかいであると同時に,圧力に屈 した

自己とのたたかいであると解釈することも可能であろう｡鏡の向こう側-行ってしまったオルフェ

ウス-詩人としての自己-が再び地上-戻れるかどうか,そして ｢女｣の詩的想像力がはばたくこ

とが,できるかどうか,今のところは不明である｡だが, リッチがこの詩によって自己探究の道程

にまた新しい足跡を残 したことは明らかである｡
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"Planetarium"と "IDream I'mtheDeathofOrpheus"において リッチはカロライン ･ハ

-シェルを通 して, またオルフェウスを通 して,天界にあるいは幽界に詩人としての自己を照らし

出した｡ ÀValedictionForbiddingMourning''においても リッチは 同じ問題を追求する｡

この詩の表題がダソ(JohnDonne,1572-1631)の詩 "AValediction:forbiddingMourning''

にヒントを得たものであることは明らかである｡ダソは リッチがラドクリフ大学の学生であった頃

から親 しんだ詩人であった｡ダンはフランス-の旅立ちに際してこの詩を妻に与えた｡ダンは妻と

の愛を等長の2脚を持つコンパスにたとえることによって,ふた りの距離的な隔 りをイメージ化 し

ながら,同時にふた りの精神的一体性を表現することに成功 した｡愛は不変ゆえに別れを悲しんで

はいけないと,ダンは妻にさとしている｡

Ourtwosoulestherefore,whichareone,

ThoughImustgoe,endurenotyet

Abreach,butanexpansion

Likegoldtoaierythinnessebeate.16)

一方, リッチの詩の表題はそのようなことを意味していない｡ V̀aledictionForbiddingMourn-

ing'は ｢別れこそが嘆きを妨げる｣という意味であろう｡ 表題をもじりはしたが, リッチはダン

の影響を受けてこの詩を書いている｡ダソの詩は形式の整った4行 9達から成る｡一方,第 6詩集

TheWilltoChangeの詩はそのスタイルの点でも ｢変革-の意志｣を 実践 し, ガザル形式 (アラ

ビア ･ベルシアなどの叙情詩型)や撮影台本形式,写真や映画の手法,学生のレポー トの写しを取

り入れるといった色々な試みがなされている車で,この詩はかなり形式の整ったものである｡論理

的展開の巧みさや比輪の奇抜さの点においてもダンの詩風を連想させる｡

Myswirlingwants. Yourfrozenlips.

Thegrammarturnedandattackedme.

Themes,writtenunderduress.

Emptinessofthenotations.

Theygavemeadrugthatslowedthehealingofwounds.

Iwantyoutoseethisbeforelleave:

theexperienceofrepetitionasdeath

thefailureofcriticism tolocatethepalm

theposterinthebusthatsaid:

mybleedingtsundercontrol.

Aredplantinacemeteryofplasticwreaths.

Alastattempt:thelanguageisadialectcalledmetaphor.

Theseimagesgounglossed:hair,glacier,8ashlight.

WhenlthinkofalandscapeIam thinkingofatime.

WhenItalkoftakingatripImeanforever.
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lcouldsay:thosemountainshaveameaning

butfurtherthanthatlcouldnotsay.

Todosomethingverycommon,inmyownway.

第1行の s̀wirling'には ｢私｣の欲求のたぎりが感 じられる｡ それは ｢あなた｣の ｢凍 りつい

た唇｣と対照をなしている｡第 1連一最初の4行をそ う呼ぶことにする一においては詩人としての

自己表現が容易でない, その苦しみが 述べられる｡ 文法,主題,記号法 などの従来の表現手段は

｢私｣に歯向って 釆さえする｡ この 苦しみの原因は ｢私｣の詩的才能の不 足 によるだけでなく,

｢私｣の外界,すなわち社会の圧力や険悪な空気ともかかわっているのであろう｡｢私｣を慰めよう

とあれこれ言葉をかけてくれる人も居るのだが,かえって ｢私｣の傷の痛みを長びかすことになる｡

つぎの5行においては,別れを前にして ｢あなた｣に知ってもらいたいことが述べられる｡それ

は変哲もない日々の些事の繰 り返 しが死にも等しいこと,批評家は真の苦痛を突き止め得ないこと,

バスの中のボスタ-の文句が ｢私｣にとって的はずれなものであることなどである｡第 1連の攻撃,

強迫,空虚さを示す語に加えて, 第2連では傷害,苦痛,死に関する語が用いられ,｢私｣の詩人

としての生命は危ぶまれる｡そして ｢私｣は墓地を飾る花にさえもなってしまう｡だが,飾られた

造花の中でただ一輪生花の赤色の血を流していることがせめてもの ｢私｣の支えとなる, ｢私｣は

｢私｣の死さえ自分で弔わねばならないとしても｡

このような窮境にありながらも,最終連では ｢私｣は残された試みについて思いをめぐらす｡結

局,｢私｣の拠 り所は ｢言語｣であることを,たとえそれが比愉とい う名の一万言であるにしても,

｢言語｣しかないのだと ｢私｣は知る｡ 平凡なイメージの発揮する力を ｢私｣は再認識する｡ 旅の

ひとつひとつが変化 し続ける無窮の時の流れにつながるものであることを再認識する｡ ｢UJ｣を定

義することはできない,｢私｣なりに ｢山｣の意味を捉えることはできるとしても｡

リッチは自己の詩人としての任務を ｢きわめて平凡なことを私なりのやり方ですること｣として

この詩を終えている｡ これは "Planetarium''における ｢脈打つ叫びをイメージに変えること｣で

あり "Theinsomniacs"における ｢ひたすら誠実に洞見すること｣に他ならない｡

themindofthepoetistheonlypoem

themindofthepoetischanglng

themomentofchangeistheonlypoem

"ImagesforGodard"

詩とは変化 している一瞬一瞬であり,それを捉えようとする詩人の心である｡詩人の心は変化し

続ける｡ リッチの旅立ちは今後も繰 り返されるであろう｡
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